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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０ 

 

愛称：ゆとりずむ５０ 

 
 

第22期（決算日：2021年12月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０」

は、去る12月15日に第22期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 無期限（2000年８月11日設定） 

運用方針 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド、三菱

ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 

海外株式アクティブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 海外

債券アクティブマザーファンドの各受益証券を主要投

資対象とし、国内株式・国内債券・海外株式・海外債券

へ分散投資を行い、信託財産の長期的な成長をめざしま

す。各資産の市場見通しに基づき、相対的な魅力度を勘

案の上、標準組入比率から一定の範囲内で資産配分の変

更を行うことにより、リスク分散にも留意した資産構成

をめざします。 

主要運用対象 

ベビーファンド 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザー

ファンド、三菱ＵＦＪ 国内債券アクティ

ブマザーファンド、三菱ＵＦＪ 海外株式

アクティブマザーファンドおよび三菱

ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファ

ンドの各受益証券 

三菱ＵＦＪ 国内株式 

アクティブマザーファンド 
わが国の株式 

三菱ＵＦＪ 海外株式 

アクティブマザーファンド 
わが国を除く世界主要国の株式 

三菱ＵＦＪ 国内債券 

アクティブマザーファンド 
わが国の公社債 

三菱ＵＦＪ 海外債券 

アクティブマザーファンド 

わが国を除く世界主要国の公社債（国債、

政府保証債、政府機関債、国際機関債、社

債等） 

主な組入制限 

ベビーファンド 

株式への実質投資割合は信託財産の純資

産総額の70％未満とし、外貨建資産への

実質投資割合は信託財産の純資産総額の

50％以下とします。 

三菱ＵＦＪ 国内株式 

アクティブマザーファンド 

株式への投資に制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外株式 

アクティブマザーファンド 

株式および外貨建資産への投資に制限を

設けません。 

三菱ＵＦＪ 国内債券 

アクティブマザーファンド 
外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 

アクティブマザーファンド 
外貨建資産への投資に制限を設けません。 

分配方針 

毎年１回決算（原則として12月15日。ただし、12月15日

が休業日の場合は翌営業日とします。）を行い、基準価

額水準、市況動向等を勘案して分配を行う方針です。た

だし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行わない

ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

18期(2017年12月15日) 15,165 0 12.7 15,819 7.9 51.4 － 41.9 － － 1,896 

19期(2018年12月17日) 14,097 0 △ 7.0 15,150 △4.2 51.4 － 41.5 － － 1,829 

20期(2019年12月16日) 15,492 0 9.9 16,239 7.2 55.0 － 38.6 － － 2,057 

21期(2020年12月15日) 16,898 0 9.1 16,784 3.4 51.7 － 40.9 － 0.3 2,315 

22期(2021年12月15日) 18,918 0 12.0 18,442 9.9 52.2 － 39.9 － 0.3 2,551 
 

（注） 当ファンドのベンチマークは、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）30％、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ＜総合＞（国内債券投資収益指数）35％、

ＭＳＣＩ ＫＯＫＵＳＡＩインデックス（円換算ベース）20％、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）10％、有担保

コール（翌日物）５％を組み合わせた合成指数です。 

（注） 外国の指数は基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2020年12月15日 16,898 － 16,784 － 51.7 － 40.9 － 0.3 

12月末 17,050 0.9 16,897 0.7 51.6 － 41.2 － 0.3 

2021年１月末 17,077 1.1 16,959 1.0 52.3 － 40.1 － 0.3 

２月末 17,352 2.7 17,177 2.3 51.8 － 41.1 － 0.3 

３月末 17,933 6.1 17,704 5.5 51.6 － 40.8 － 0.3 

４月末 18,127 7.3 17,731 5.6 51.8 － 40.5 － 0.3 

５月末 18,178 7.6 17,874 6.5 52.6 － 39.6 － 0.3 

６月末 18,435 9.1 18,016 7.3 53.1 － 39.5 － 0.4 

７月末 18,379 8.8 17,994 7.2 53.1 － 39.6 － 0.4 

８月末 18,652 10.4 18,237 8.7 53.3 － 39.6 － 0.4 

９月末 18,740 10.9 18,308 9.1 52.9 － 39.7 － 0.4 

10月末 19,093 13.0 18,521 10.4 53.4 － 39.6 － 0.4 

11月末 18,947 12.1 18,293 9.0 52.0 － 40.4 － 0.3 

(期  末)          

2021年12月15日 18,918 12.0 18,442 9.9 52.2 － 39.9 － 0.3 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第22期：2020年12月16日～2021年12月15日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 2 期 首 16,898円
第 2 2 期 末 18,918円
既払分配金 0円
騰 落 率 12.0％

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ12.0％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（9.9％）を2.1％
上回りました。

ベンチマークとの差異

主要国で政府や中央銀行が経済支援の政策姿勢を続けるなか、新
型コロナウイルスのワクチン接種の進展に伴う経済活動再開の本
格化が次第に現実化したことなどを受け、主に国内株式、海外株
式が上昇し、基準価額のプラス要因となりました。

上昇要因

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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第22期：2020年12月16日～2021年12月15日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2021年３月中旬にかけては、国
内企業の2020年10－12月期決算が市場
予想を上回る結果となったことや米国に
おける追加経済対策期待などから、国内
株式市況は上昇しました。
３月下旬から８月中旬にかけては、国内
外で新型コロナウイルスの変異株の感染
が拡大したことなどから、国内株式市況
は下落しました。
８月下旬から期末にかけては、国内で新
型コロナウイルスの新規感染者数が減少
したことや新政権の誕生と経済政策への
期待などから、国内株式市況は上昇しま
した。

  海外株式市況
海外株式市況は上昇しました。
新型コロナウイルスのワクチン接種の進
展に伴う経済正常化への期待と共に、上
昇して推移しました。各国中央銀行が緩
和的な姿勢を示したことも株価の上昇に
寄与しました。期の後半には、インフレ
率の高止まりや供給網の混乱への懸念に
より下落する局面もありましたが、経済
正常化に伴う好調な企業業績を好感し、
上昇しました。

  国内債券市況
国内金利は上昇しました。
国内金利は、米国金利の上昇や日銀によ
る金融緩和の点検に対する警戒感などか
ら2021年２月末にかけて上昇傾向となり
ました。３月以降期末にかけては、米国
金利の低下等を背景に国内金利は低下傾
向となりましたが、期首との比較では上
昇しました。

  海外債券市況
米独長期金利は上昇しました。
米独長期金利は、新型コロナウイルスワ
クチンの接種進展による景気回復期待の
高まりや、世界的なインフレ観測の高ま
りなどを受けて、緩和的な金融政策の早
期縮小を織り込む動きが強まったことな
どから、2021年５月にかけて上昇しまし
た。８月にかけては、新型コロナウイル
スのデルタ変異株の感染拡大などを受け
て景気の先行き不透明感が高まったこと
などから米独長期金利は低下しましたが、
その後、主要国において早期利上げ期待
が高まったことなどから米独長期金利は
上昇しました。結果、期を通じてみると、
米独長期金利は上昇しました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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  為替市況
米ドル、ユーロは対円で上昇しました。
米ドルは、早期利上げ期待の高まりなど
を背景に米国長期金利が上昇したことな

どから対円で上昇しました。ユーロは、
景気回復期待の高まりなどから対円で上
昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
内外の株式・債券を実質的な主要投資対
象とし、各資産の指数を合成した指数を
ベンチマークとして、中長期的にベンチ
マークを上回る投資成果をめざしました。
標準組入比率は、国内株式30％、国内債
券35％、海外株式20％、海外債券10％、
短期金融資産５％としています。各資産
の市況見通しに基づき、相対的な魅力度

を勘案の上、標準組入比率から一定の範
囲内で資産配分の変更を行うことにより、
リスク分散にも考慮した資産構成をめざ
しました。資産配分の変更の範囲は、国
内債券については標準組入比率から±
10％程度、国内株式・海外株式・海外債
券については標準組入比率から±５％程
度としました。当期の資産配分の変更は
以下の通りです。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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国内株式 国内債券 海外株式 海外債券 主な変更事由

期　首 OW UW OW UW

2021年１月 OW＋ UW＋ OW＋ UW＋
日米欧での金融・財政政策の強化、およびワクチン普及へ
の期待等を受け、国内外株のOW幅を拡大。その見合い
で国内外債のUW幅を拡大。

２月 OW－ UW－ OW－ UW－
米国の長期金利が上昇するなか、株価上昇によってやや過
熱感が浮上したと考え、国内外株のOW幅を縮小し、そ
の見合いで国内外債のUW幅を縮小。

４月 OW UW OW＋ UW＋
米国の追加景気支援策を受けて同国中心のリスクオンが継
続するとの観点から、先進国株のOW幅を拡大し、その
見合いで海外債のUW幅を拡大。

５月 OW＋ UW＋ OW＋ UW＋
欧米のワクチン普及等から世界的なリスクオンが改めて市
場に認識されると考え、国内外株のOW幅を拡大。その
見合いで国内外債のUW幅を拡大。

７月 OW＋ UW OW UW＋
日本でもワクチン接種が普及し始めたことなどから国内株
のOW幅を拡大する一方、景気回復が先行する海外の債
券についてUW幅を拡大。

８月 OW UW OW－ UW－
米国中心に一時的な景況感低下やクレジット面の行き過ぎ
感等を勘案し、海外株のOW幅を縮小。その見合いで海
外債のUW幅を縮小。

10月 OW UW OW－ UW
企業業績の好調等が株価のサポート要因ながら、米国株の
割高感の残存、インフレ率高止まりへの懸念等から長期金
利の一段の上昇リスク等を勘案し、海外株のOW幅を縮
小。

11月 OW－ UW OW UW
新型コロナウイルスのワクチン接種進展による経済活動本
格再開への期待や堅調な企業業績等はあるも、政治面での
期待剥落、供給網懸念等を受け、国内株のOW幅を縮小。

期　末 OW UW OW UW

※ 『ＯＷ』は基準の配分比率より多く、『ＵＷ』は基準の配分比率より少ない配分を、『Ｎ』は基準の配分比率を、±記
号は配分比率の増減を示しています。
※時価変動による組入比率の変動は考慮していません。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行いました。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘
柄

組入銘柄数は、概ね60～78銘柄程度で推
移させました。当期では事業ポートフォ
リオ改革に目途が付いたことで株主還元
の拡大が期待される「日立製作所」、バ
リュエーション面での割安さに加えて、
半導体製造装置向け売上の成長が期待で
きると判断した「ニコン」など38銘柄を
新規に組み入れました。一方、将来的な
トラクションモーターの販売拡大が株価
に織り込まれたと判断した「日本電産」
や在宅勤務の増加により戸建住宅需要が
堅調に推移したことで株価が上昇した
「オープンハウス」など48銘柄を全株売
却しました。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
個別銘柄選択にあたっては、株価に割安

感があり、独自の成長テーマを持った銘
柄に注目して選別的投資を実施しました。
組入銘柄数は、株価水準や業績動向など
を勘案し、成長性に魅力のある銘柄への
入れ替えなどを実施した結果、期首の78
銘柄から期末は74銘柄としました。
国・地域別配分に関しては、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、概ねニュー
トラルとしました。
業種別配分に関しては、一般消費財・
サービスセクターや情報技術セクターな
どをオーバーウェイト、ヘルスケアセク
ターなどをアンダーウェイトとしました。
新規組入、全売却した主な銘柄は、米国
のAIRBNB INC-CLASS  Aや欧州の
ADYEN NVなどを新規に組入れ、北米の
VMWARE INC-CLASS  Aや欧州の
VIVENDI SEなどを全売却しました。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）については中立を
基本に調整しました。年限別構成につい
ては、中期ゾーンのアンダーウェイト・
超長期ゾーンのオーバーウェイトを基本
に調整しました。
債券種別構成については、日銀による社
債買入オペや投資家の資金余剰感を背景

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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とした需給関係から、一般債のスプレッ
ド（国債に対する金利差）は横ばい圏で
推移すると判断し、相対的にスプレッド
妙味のある事業債および円建外債のオー
バーウェイト、スプレッド妙味の乏しい
地方債および政府保証債のアンダーウェ
イトを維持しました。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
中長期的にベンチマークを上回る投資成
果を目指します。
わが国を除く世界主要国の公社債を主要
投資対象とし、ベンチマークを中長期的
に上回る投資成果をめざして運用を行い
ました。期を通じて債券の組入比率は高
位を維持しました。
債券デュレーションは、金融政策の織り
込み具合等を注視しコントロールしまし
た。米国の債券デュレーションは期首か
ら2021年１月上旬にかけてベンチマーク
比長めとし、その後は同中立から短めで
コントロールしました。欧州の債券デュ
レーションは期首から５月中旬にかけて
同中立から長めでコントロールし、５月
下旬から６月中旬にかけては同短め、そ
の後は同長めとしました。

欧州においては、緩和的な欧州中央銀行
（ＥＣＢ）の金融政策などを背景に国別
配分をコントロールしました。期を通じ
てイタリア・スペインをベンチマーク比
オーバーウェイトで維持した一方、ドイ
ツ・フランスを同アンダーウェイトで維
持しました。
カントリーアロケーション戦略（通貨配
分）では、景気の相対感等に着目し通貨
配分をコントロールしました。米ドルは
期首から７月中旬にかけてベンチマーク
比中立からアンダーウェイトでコント
ロールし、その後は同オーバーウェイト
としました。ユーロは期を通じて同中立
からアンダーウェイトでコントロールし
ました。豪ドルは期首から７月中旬にか
けて同オーバーウェイト、７月下旬から
９月にかけては同アンダーウェイト、そ
の後は同中立からオーバーウェイトでコ
ントロールしました。英ポンド、カナダ
ドル、シンガポールドル、ノルウェーク
ローネ、メキシコペソ、ポーランドズロ
チは期を通じて同中立からオーバーウェ
イトでコントロールしました。中国元は
11月に組入を開始し、同中立からオー
バーウェイトでコントロールしました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
ファンドの騰落率は、12.0％の上昇となり、ベンチ
マークの騰落率（9.9％）を2.1％上回りました。
差異の内訳は以下の通りです。
内訳
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
 2.3％程度
三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
 0.1％程度
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド
 0.3％程度
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
 △0.0％程度
資産配分要因 0.6％程度
その他（信託報酬等） △1.2％程度

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 鉄鋼、電気機器をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことが

プラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 新光電気工業、東芝をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ

とがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 空運業をベンチマークに対して概ねオーバーウェイトとしていたことや海運

業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことがマイナスに影
響しました。

銘柄選択要因： エクシオグループ、ポーラ・オルビスホールディングスをベンチマークに対
してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2020/12/15 ～ 2021/12/15
0.0

5.0

10.0

15.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）
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  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド
業種別配分がプラスに寄与し、通貨別配分がマイナスに影響しました。
一般消費財・サービスセクターの個別銘柄選択がプラスに寄与し、また、情報技術セクター
のオーバーウェイトはプラスに寄与しました。
資本財・サービスセクターの個別銘柄選択がマイナスに影響し、また、同セクターのオー
バーウェイトもマイナスに影響しました。
個別銘柄では主に、欧州の半導体製造装置メーカーであるASML HOLDING NVなどがプラ
スに寄与し、米国において商業不動産売買プラットフォームなどを運営するCOSTAR 
GROUP INCなどがマイナスに影響しました。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド
プラス要因
年限別構成
期を通じてパフォーマンスの優った超長期ゾーン（11～15年）のオーバーウェイトを維持
したこと。
債券種別構成
期を通じてパフォーマンスの優った事業債および円建外債のオーバーウェイトを維持したこ
と。

  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
マイナス要因
2021年６月から７月中旬にかけて豪ドル・ポーランドズロチをベンチマーク比オーバー
ウェイトとしていたことなどがマイナス要因となりました。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第22期
2020年12月16日～2021年12月15日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 10,695

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
引き続き、景気や市況動向などに応じて、
機動的に資産配分を行う方針です。

  三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマ
ザーファンド
銘柄選定にあたっては、以下の２つの観
点から行います。
　① 中長期的な成長力の高い銘柄や業績
改善度の大きい銘柄を選定

　② 企業価値に対して株価が割安と判断
され、かつ株価上昇が期待できる銘
柄を選定

具体的には、１）経営者のリーダーシッ
プ、２）企業戦略の適切さ、３）マー
ケット支配力・競争力、４）産業の循環、
産業構造の変化等の定性的な要素を踏ま
え、中長期的にみて高い利益成長が期待
できる銘柄や業績の大幅な改善が見込め
る銘柄を選定し、株価の妥当性をチェッ
クしたうえで、組み入れを図ります。
今後は、新型コロナウイルスのワクチン
接種進展による着実な経済回復が見込め
る一方、世界の中央銀行では経済正常化
に向け金融政策を転換しようとする動き
が見られることなどから金融市場の変動
は大きくなる展開が想定されます。そう
したなか、成長性とバリュエーションを
考慮した銘柄選択を行っていく方針です。

  三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマ
ザーファンド
株式の組入比率については、運用の基本
方針にしたがい、引き続き高水準（90％
以上）を維持する方針です。
業種配分と銘柄選定におけるアクティブ
戦略により、中長期的にベンチマークを
上回る投資成果をめざします。
国・地域別配分については、北米、欧州、
アジア・オセアニアともに、当面、
ニュートラルとする方針です。
個別銘柄選択では、引き続き、株価に割
安感があり、独自の成長テーマを持った
銘柄に注目しています。

  三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマ
ザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーションは、当面
ベンチマーク対比中立を基本に機動的に
リスク度合いを調整する方針です。
債券種別構成については、事業債および
円建外債をベンチマーク対比多めの保有
を維持する方針です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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  三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド
金利戦略においては、各国の景気動向に
加え、財政政策・金融政策を含む各種政
策や市場の内部要因が長期金利へ与える
影響を考慮し、デュレーションなどのコ
ントロールを行います。その中で、欧州
では各国の財政状況や政策対応などを重

視した銘柄選別に注力します。また、カ
ントリーアロケーション戦略においては、
各国のファンダメンタルズ状況や投資家
のリスク選好度を重視し、環境見通しの
変化に対応して調整を行う方針です。債
券の組入比率は高位を維持し、信用力の
高い国債中心の組み入れを維持する方針
です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

2020年12月16日～2021年12月15日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 221 1.209 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 94) (0.517) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (110) (0.605) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 16) (0.088) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 16  0.086  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 16) (0.086) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｃ)有価証券取引税 0  0.001  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (  0) (0.001) 
( 投資信託証券 ) (  0) (0.000) 

(ｄ)そ の 他 費 用 2  0.013  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  2) (0.009) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 239  1.309  

期中の平均基準価額は、18,239円です。

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.22％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（投信会社）
0.52％

総経費率
1.22％

その他費用
0.01％

運用管理費用（受託会社）
0.09％

三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○売買及び取引の状況 (2020年12月16日～2021年12月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 155,598 289,143 170,534 317,181 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 174,135 255,290 132,293 194,139 
三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 52,352 181,295 84,806 298,152 
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 29,824 98,273 32,762 108,106 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年12月16日～2021年12月15日) 

 

項 目 
当 期 

三菱ＵＦＪ 国内株式 
アクティブマザーファンド 

三菱ＵＦＪ 海外株式 
アクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 24,952,876千円 1,542,993千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,697,669千円 4,930,878千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.24   0.31   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月16日～2021年12月15日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 11,749 2,511 21.4 13,203 2,556 19.4 

平均保有割合 10.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 4,169 416 10.0 1,809 682 37.7 

平均保有割合 6.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 688 204 29.7 1,013 54 5.3 

平均保有割合 10.5%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 26,601 5,707 21.5 26,476 6,430 24.3 

平均保有割合 0.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。   

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

 

＜三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 125 105 169 

 
 
 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 100 100 300 

 
 
 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 500 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,124千円 
うち利害関係人への支払額（B） 390千円 

（B）／（A） 18.4％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＨＣキャピタル、
アコム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2021年12月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 438,681 423,745 833,845 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 529,820 571,662 842,173 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 169,727 137,273 538,714 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 61,950 59,012 198,607 
 
 

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○投資信託財産の構成 (2021年12月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド 833,845 32.5 

三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド 842,173 32.8 

三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド 538,714 21.0 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 198,607 7.7 

コール・ローン等、その他 155,985 6.0 

投資信託財産総額 2,569,324 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（5,647,264千円）の投資信託財産総額（5,773,580

千円）に対する比率は97.8％です。 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（48,050,658千円）の投資信託財産総額

（48,230,880千円）に対する比率は99.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝113.80円 １カナダドル＝88.54円 １メキシコペソ＝5.3637円 １ユーロ＝128.23円 

１イギリスポンド＝150.59円 １スイスフラン＝123.21円 １スウェーデンクローネ＝12.45円 １ノルウェークローネ＝12.50円 

１デンマーククローネ＝17.24円 １ポーランドズロチ＝27.6885円 １オーストラリアドル＝80.92円 １ニュージーランドドル＝76.68円 

１香港ドル＝14.59円 １シンガポールドル＝83.09円 １マレーシアリンギット＝26.8658円 １中国元＝17.8719円 

１イスラエルシェケル＝36.2789円    
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三菱ＵＦＪ ライフプラン ５０

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年12月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,569,324,813   

 コール・ローン等 152,062,446   

 三菱ＵＦＪ 国内株式アクティブマザーファンド(評価額) 833,845,869   

 三菱ＵＦＪ 国内債券アクティブマザーファンド(評価額) 842,173,922   

 三菱ＵＦＪ 海外株式アクティブマザーファンド(評価額) 538,714,832   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 198,607,457   

 未収入金 3,920,287   

(B) 負債 17,404,381   

 未払解約金 2,064,318   

 未払信託報酬 15,290,006   

 未払利息 78   

 その他未払費用 49,979   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,551,920,432   

 元本 1,348,921,509   

 次期繰越損益金 1,202,998,923   

(D) 受益権総口数 1,348,921,509口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,918円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 1,370,503,544円 

期中追加設定元本額 165,959,004円 

期中一部解約元本額 187,541,039円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.8918円です。 

○損益の状況 (2020年12月16日～2021年12月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       22,273   

 受取利息 252   

 支払利息 △       22,525   

(B) 有価証券売買損益 281,442,955   

 売買益 304,547,292   

 売買損 △   23,104,337   

(C) 信託報酬等 △   30,005,753   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 251,414,929   

(E) 前期繰越損益金 570,287,144   

(F) 追加信託差損益金 381,296,850   

 (配当等相当額) (    620,756,949)  

 (売買損益相当額) (△  239,460,099)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,202,998,923   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,202,998,923   

 追加信託差損益金 381,296,850   

 (配当等相当額) (    621,053,349)  

 (売買損益相当額) (△  239,756,499)  

 分配準備積立金 821,702,073   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2020年12月16日～ 
2021年12月15日 

費用控除後の配当等収益額 27,041,105円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 224,373,824円 

収益調整金額 621,053,349円 

分配準備積立金額 570,287,144円 

当ファンドの分配対象収益額 1,442,755,422円 

１万口当たり収益分配対象額 10,695円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

「ＦＴＳＥ世界国債インデックス」について、2021年10月末より中国国債の組み入れに伴い、当該指数を参照等する当ファンドにおいて、

新たに中国国債の組み入れを適宜開始します。 
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